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近年、無機磁性材料(3d 磁性金属)と π 電子系分子を組み合わせた、高性能磁気ナノデバイス開発

の研究が盛んに行われている[1-3]。これら磁気デバイスの創成には、π電子系分子と 3d磁性金属との電

子スピン結合状態の解明だけではなく、デバイス応用へ向けて、室温環境で、単一分子の基板上での安

定性、さらに分子膜形成についての理解が必要である。これまで我々は、単一 π電子系分子と 3d磁性状

態の表面・界面状態を探るため、走査型トンネ

ル顕微鏡(STM)を用いて、Fe(001)上の単一フタ

ロシアニン分子 (H2Pc)の研究を行ってきた

(Fig.1)。その結果、H2Pc/Fe(001)界面に形成さ

れる強い π-d電子結合により、分子は、室温でも

基板に強固に固定されることを明らかにした[4]。

本研究では、さらに、H2Pcの分子膜形成過程に

ついて研究を行った。実験では、基板への分子

蒸着および表面の STM 観察を、全て超高真

空・室温環境下で行った。 

Fe(001)表面に H2Pc 分子を蒸着した際、分子層の違いにより異なるモルフォロジーを明らかにした。

Fe(001)表面上では、H2Pc 単分子は、基板上で凝集せず、個別に吸着している様子が確認された。これ

は、基板に堆積したH2Pc分子が Fe(001)表面と強い π-d電子結合を形成するため、表面上を拡散せず、

その場で化学吸着することを示している[4]。一方、2層目および 3層目のH2Pc分子は、緻密膜を形成す

ることを確認した。また、我々は、これら 2層目と 3層目の分子膜の形状に大きな違いを見出した。2層目

のH2Pc分子膜では、ステップ端が、Fe(001)基板の[010], [100]方向に沿って形成された。一方、3層目の

H2Pc 分子膜では、基板上の方位に関係なく、丸みを帯びたステップ端を形成された。このような分子膜

成長の違いは、H2Pc 分子と Fe(001)基板との相互作用が、2 層目と 3 層目で大きく異なるためだと考えら

れる。講演では、得られたに STM 像に対する解析結果と併せて、動的モンテカルロ法による成膜モデル

計算の結果についても報告し、Fe(001)基板上の H2Pc分子膜成長過程について議論する。 
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Fig. 1 (a) STM topographic images of single H2Pc 

molecules adsorbed on Fe(001) surface (Vs = -1.5 V, It 

= 300 pA, 5 nm × 5 nm). (b) Spherical model of a 

H
2
Pc molecule on a square atomic lattice.  
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